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総合研究所

聖学院大学総合研究所主催
～地域の小学校教師応援プログラム～

小学校教師のための英語指導法セミナー
実施結果  －アンケート集計結果の概要－

日時　2009 年 5 月 15 日（金）18：30 ～ 20：30
会場　新都心ビジネス交流プラザ　4 階会議室 B
費用　500 円（資料代）
定員　50 名　

【プログラムと概要】
2011 年度からの公立小学校 5・6 年生の英語（外
国語）活動必修化に向けて、多くの先生方が不安
を抱いていらっしゃることと思います。このセ
ミナーでは、担任の先生が自信を持って英語活動
を始めることができる具体的な実践法を紹介しま
す。英語が苦手だと思っていらっしゃる方もどう
ぞご参加ください。直ぐに使えるオリジナル教材
を提供致します。
◆講師
　藤原真知子、ブライアン・バード（聖学院大学

総合研究所）
　アシスタント：西嶋小百合（聖学院大学生涯学

習センター）
◆セミナーの内容
・文科省の掲げる「英語活動の目標」について
・英語での指示の仕方
・直ぐに使える英語アクティビティーとゲーム
・簡単に覚えられる英語を使った日本文化紹介
・毎レッスン使える日常会話の歌

【結果の概要】
・全体参加者 60 名。アンケート回答者は 42 名。
・アンケートは全般的に高評価であり、否定的な

意見は見られなかった。
・今後もセミナーの開講を希望する参加者が多

く、英語活動必修化に対する意識と不安が覗え
る。

セミナーの内容について

たいへん
良かった
85％

良かった
15％

あまり良くなかった 0％　良くなかった 0％

セミナーが今後役立つか

たいへん
役に立つ
と思う
76％

役に立つ
と思う
24％

あまり役に立たない 0％　役に立たない 0％

今後もセミナー参加を希望するか

は い
90％

N/A
10％

英語指導について

英語クラスでの役割

ボランティア
2％

小学校英語
アシスタント
12％

小学校クラス担任
40％

その他
（教師志望の
　学生など）
36％

英会話学校・
塾講師 5％

日本人
小学校
英語講師
5％



・本セミナーは小学校教師を対象としたものであ
ったが、教師志望の学生などの参加もあった。

・英語活動の形態は学校によって様々である。

・指導上の不安については参加者の 97％がなん
らかの不安を抱えている。

現在の指導状況

日本人
英語講師と
ボランティア

6％
担任と日本人
英語講師 8％

担任が1人
3％

その他
39％

担任とALT
44％

指導上の不安について

たくさんある
29％

あまりない
3％

少しある
68％

アンケート記入項目　意見

 1．児童に英語を指導する上で現在困っているこ
と・不安に思うことの具体例

・アクティビティーやゲームのアイディアが不
足：チャンツ、歌、文化についてなど

・自分の英語力：発音、文法、会話力、単語力
・5・6 年用英語ノート（文科省が作った英語の

教科書）使い方、どの程度使うか、のりの悪い
内容をどう教えるか

・英語の指導法：使用できる英語の範囲など
・研修や勉強会：情報がない、時間がない、校内

研修のあり方
・教材不足：チャンツ、カードなど
・ALT とのかかわり方：どうしたらよいかわか

らない
・中学との連携：小学校の授業形態とのギャップ
・近隣小学校との情報交換

2．今後希望するセミナー
・初歩的な指導法に関するセミナー
・アクティビティーの紹介セミナー
・具体的な授業の流れに関するセミナー
・1 日 2 時間くらいの本日のような時間帯のセミ

ナー
・中学校でも使えそうなゲームや活動紹介

定員を超える参加者が集まった 活発なグループワークが行われた



・安い参加費のこのようなセミナー
・教育関係のセミナー

自由意見

・わかりやすく教えていただきありがとうござい
ました。とても楽しく参加できました。少し英
語が好きになった気がします。

・先生方はみなフレンドリーで、楽しく授業（講
演）を受けることができました。

・具体的ですぐに使えそう。授業でできそう。
・チャンツなど、すぐに授業で生かせる内容だっ

たのでよかった。
・ワークショップ形式で、参加型のセミナーだっ

たので、とても楽しみながら受けられました。
・楽しかったです。童心に返った気分です。チャ

ンツのリズムを忘れてしまいます。CD が欲し
いです。

・楽しかった、小学校の英語教育の内容がかいま
みれてよかったです。

・本当に楽しく過ごせました。英語を勉強として
ではなく、気楽に学べると思います。

・たくさんのアクティビティなど、すぐに使えそ
うです。先生方が終始笑顔で楽しめました。

・即授業で使えるアクティビティーをたくさん紹
介していただき、ありがとうございました。

・すぐに使えるチャンツがよかったです。次回は

IC レコーダーを持参します。
・チャンツや絵本の読み聞かせなど、わかりやす

いリズムでとても楽しくできました。
・将来小学校で英語を教えることになったら今日

のことを生かしたいと思いました。
・会場の席についていきなり英語で萎縮してしま

いましたが、だんだん慣れ、楽しく英語を体験
させていただきました。

・とっても楽しい時間をどうもありがとうござい
ました。学校での英語活動に生かしたいと思い
ます。

・多くの教授方法がよくわかりました。
・私は英会話講師になりたいと思っているので、

このような授業をしていきたいと思いました。
・あっという間の 2 時間半でした。すごくたのし

かったです。教員になれたらぜひ実践したいと
思いました。

・5 年前に浦和で開講された英語の講座を設けて
欲しい。

・短期コースなどでぜひやっていただきたい。
・手を動かしたり歌ったり楽しく活動できまし

た。Thank you very much!!
・とても楽しかったです。ありがとうございまし

た。Thank you.

セミナーを終えて

藤原真知子、ブライアン・バード

　受講者の皆さんのアンケートの自由意見には
「楽しかった」という言葉が多かった。教師自身
が英語を楽しむことは、英語活動を行う上で非常
に大切なことである。講座から約 1 か月経って、
何人かの参加者の方から連絡をいただいた。習っ
た歌を児童が休み時間にも歌っている様子、セミ
ナーで学んだことを教師研修会で先生方に伝えて
くださった様子、児童が練習したチャンツを保護
者会で発表した様子など、このセミナーでの 2 時
間のアクティビティーが小学校英語活動の現場にブライアン・バード　聖学院大学総合研究所講師



広がっている様子を報告してくださった。これか
らも地域の小学校教師が元気に英語活動ができ、
児童が英語を楽しめるよう支援していきたいと思
う。
（ふじわら・まちこ　聖学院大学総合研究所特任
講師）
（バード，ブライアン　聖学院大学総合研究所特
任講師）

2009 聖学院大学総合研究所
スピリチュアル・ケア研究室主催講演会

スピリチュアリティの現在とその意味
実施結果  －アンケート集計結果の概要－

　現代人の心を読み解くキーワードにスピリチュ
アリティがある。めまぐるしく変化する現代社会
は、人々の心に深い傷を残しているカウンセリン
グや心理療法に助けを求める人が急増している。
魂の深みに視点をあわせると、そこにスピリチュ
アリティの問題が浮かび上がってくる。スピリチ
ュアリティの視点から現代社会を見つめ分析する
第一人者、東京大学教授　島薗進先生から、魂の
癒しを求めるわたしたちへのメッセージをお聞き
ください。

日時　2009 年 5 月 22 日（金）14：00 ～ 16：00
場所　新都心ビジネス交流プラザ 4階　会議室A

【プログラム】
司会者挨拶・講師紹介
　窪寺俊之（聖学院大学大学院教授）
講　演
「スピリチュアリティの現在とその意味」
島薗　進（東京大学大学院人文社会系研究科・
　　　　　文学部宗教学科教授）
質疑応答

閉会挨拶
　平山正実（聖学院大学大学院教授）
閉　会
〔後援〕キリスト新聞社・クリスチャン新聞

【結果の概要】
・参加者は 136 名。内、アンケート回答者は 66
名。
・講演について「良い」という意見が 89％と高
い評価を得た。
・自由意見として、「スピリチュアリティを理解
する良い機会となった」「有意義だった」など。
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